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活動目標 平成27年度に進んだこと 一緒に進めた人･組織
1.ふれあいの交流

の場づくり
➤ふれあいいきいきサロン活動の新設
☞サロン未設置地区の活動⽴上げの⽀援を⾏う。
●噂島地区･8⽉⽴上げ ●他2地区･⽴上げ⽀援中
➤ふれあい交流活動紹介動画の制作
☞サロン団体等の町内福祉活動の紹介ビデオ
●平成27年6⽉制作｢町⺠同⼠のつながりを広めよう！｣

２.社会参加の
環境づくり

➤福祉⾞両を使った移動サービスの試⾏
☞社協･介護⽀援専門員（ケアマネジャー）担当の
利⽤者の内､⾞イス使⽤者等の移動⽀援を試⾏開始｡
●利⽤者24名 ●実施回数85回
●平成28年4⽉｢福祉有償運送事業｣開始予定

➤サロン送迎活動の試⾏
☞社協へ登録するサロン活動の会場へ⾃⼒で通う
ことが困難な⽅の送迎⽀援を試⾏的に開始した。
●利⽤団体１団体 ●実施回数２回

３.関係団体の
連携強化

➤障がい者支援事業所の定期会議の実施
☞町内で障がい者⽀援サービスを提供する８事業所
の定期的な情報交換の場が設けられた。
●障がい福祉サービス事業所連絡会の開催6回
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☞誰もが気軽に集まりふれあい交流や
仲間づくりができる‘たまり場’‘たまり場’‘たまり場’‘たまり場’を
歩いて行ける地域の身近な場所につ地域の身近な場所につ地域の身近な場所につ地域の身近な場所につ
くっていく活動くっていく活動くっていく活動くっていく活動のことです。

� 実施内容：実施内容：実施内容：実施内容：自由(茶話会､手芸や工作･軽スポーツなど
の趣味活動、健康チェックや体操�）

� 参加対象：参加対象：参加対象：参加対象：原則誰でもＯＫ
� 参加人数：参加人数：参加人数：参加人数：５人～～～～２０人程度
� 開催場所：開催場所：開催場所：開催場所：歩いて気兼ねなく参加できる場所

（地区公民館やコミュニティハウス�）
� 開催回数：開催回数：開催回数：開催回数：無理のない頻度で始めましょう。

（２カ月に１回や月に1回程度～）
� 運営費用：運営費用：運営費用：運営費用：参加者からの利用費･会費などの自主

財源での運営が基本です。必要なものは
持ち寄りたいものです。
※社協の助成(奨励金)制度もあります。

学び学び学び学び

健康づくり健康づくり健康づくり健康づくり

� 基本的な考え方
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No ふれあい･いきいきサロン名 対象地区名

1 四つ葉会前潟 前潟・下前潟

2 しゃべろうかい 宮崎

3 中山ふれあいサロンさつき会 中山

4 いきいきサロン市場 市場

5 弁天井戸端喫茶 弁才天

6 サロン・ひだまり 備南台

7 なしず会 無津

8 はまぎくの会 若宮

9 日笠山さくら会 日笠山

10 喫茶とよく 頓行

11 いきいきサロン三軒地 三軒地

12 塩津いきいきサロン 塩津

13 舟本コミュニケーションクラブ 舟本

14 サロン市場健康促進の会 市場

15 サロン若わか会 若宮

16 いきいきサロン久々原 久々原

17 片田ふれあいサロン 片田

18 喜楽亭 若宮

19 ふれあいサロン噂島 噂島

20 金田いきいきサロン虹 金田

21 長津・畑岡ほっとサロン 長津･畑岡

1

2

2019

21

予定
予定

新設
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❖福祉有償運送事業の検討
（早島町内の移動に関する社会資源の状況）

路線バス
（コミュニティバス）

介助の特殊性

輸送量充足しきれていない移動ニーズ → 多様な移動サービスが必要

●バス停の有無
●バス停迄の移動
の問題

●車イス利用者等
乗車の困難性

一般タクシー等
（乗り合いタクシー助成）

（タクシー券配布）

●通院時以外の
移動手段

介護タクシー

福祉⾞両による移送
（福祉有償運送）
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❖外出支援活動の検討経過
■担い手募集と雰囲気作り
◇平成２７年１月３１日（土） 「福祉映画会」来場者へ運転ボランティア募集
◇平成２７年２月 ７日（土） 外出支援活動公開シンポジウム（倉敷市）へ参加
※平成２７年２月１９日（木） 24時間TVチャリティー福祉車両贈呈式（西日本放送）
☞運転ボランティア活動への参画の呼掛け｡動機付け。

■外出⽀援活動検討会
〈第１回〉 平成２７年２月２６日（木） 〈第５回〉 平成２７年１０月１５日（木）
〈第２回〉 平成２７年３月１１日（水） 〈第６回〉 平成２７年１１月９日（月）
〈第３回〉 平成２７年４月１４日（火） 〈第７回〉 平成２７年１２月１６日（水）
〈第４回〉 平成２７年６月２６日（金） 〈第８回〉 平成２８年 １月１２日（火）

☞運転ボランティア及び本会事務局が中心。内容により､町健康福祉課､
介護⽀援専門員､町内タクシー事業者も参画。

福祉有償
運送事業

運転Vo活動
の組織化

付添Vo活動
の検討

サロン送迎
活動

福祉車両による
移動サービスの試行

福祉有償運送事業
運転者講習の受講

サロン参加者
送迎の試行

H28.1.18登録完了 H28.2.9設立総会 H28.4～正式活動 H28年度へ向け課題
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試行利用中の方
２４名（要介護１～５）
試行回数試行回数試行回数試行回数

８９回８９回８９回８９回

●試行利用中の団体
１団体（１地区）
●試行利用中の団体

２回２回２回２回



9

❖移動サービス試⾏活動からの気づき
■利⽤者の感想（例）
◇町内のお墓に２０年ぶりに行けた。
◇買い物に行けて、自分の目で商品が選べた。
「あれも見たい･･これも見たい･･」
◇車イス対応タクシーの費用負担が高額で、
思うように外へ出られなかった。

☞身近な移動ニーズ･社会参加の動機付け。

■運転手の感想（例）
◇自宅からわずか６００ｍ先の理美容や公民館
の利用ができなかったんだな・・
◇町内にこんなに移動困難ニーズをおもちの方
がいたんだな・・
◇認知症（独居）の方ではあるが、体は元気そう。
ボランティアで行っている 剪定作業が一緒に
できないか誘ってみようかな・・

☞担い手の福祉観の変容・専門職の新たな援助視点の気づき。
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事業活動名 福祉有償運送事業 サロン送迎活動
実施主体 （福）早島町社会福祉協議会 運転ボランティア「くるりん」
対象者
(利⽤者) 事業利⽤登録者 社会福祉協議会に登録する町内

サロン･給食サービス参加者
依頼者 事業利⽤登録者本人家族又はCM 上記サロン･給食サービス代表者

利⽤料 有料（タクシー料⾦の概ね半額以下） 無料

運転者呼称 本会登録運転手（運転サポーター） 運転ボランティア

運転者⽤件 要件あり（要綱第１５条） 要件なし（会則-案-では不明記）
運転者
活動費

有償（謝礼:500〜800円／１稼動）
※１稼動＝１運⾏(往復･⽚道不問)

無償
※待機時に茶菓⼦や昼食提供の場合あり

使⽤⾞両 社会福祉協議会所有⾞両(４人乗り)
福祉⾞両「２４時間号」

社会福祉協議会所有⾞両（８人乗り)
ワゴン⾞両「たすけあい号」

運⾏範囲 町内を発着地とし､近隣市町村まで 原則として町内

「福祉有償運送事業」と「サロン送迎活動」

☞どちらの事業や活動も、今後も本会事務局が「コーディネーター」となる。
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● 町内の障がい者当事者団体と支援機関
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❖障がい者福祉サービス事業所連絡会の様子


